
「畢竟依を帰命せよ～何を本当の拠り所とするのか」

「清浄光明ならびなし　遇斯光のゆゑなれば
　一切の業繋も のぞこりぬ　畢竟依を帰命せよ」

親鸞聖人『和讃』より

●相手の身になる姿

　　混んだ電車の中。立っていた妊婦らしき女性に、高校生が「すぐに降り
ますので、どうぞ」と席を譲った。電車は次の駅に。ホームに出た高校生
は、別の車両の扉から再び車内へ。女性に気を使わせまいとした、小さ
な、優しいうそだった（2020年4月1日付西日本新聞より、傍点筆者）。

　疲弊感を増す報道が続く中、このような話に出遇うと心が穏やかになりま
す。
　相手の身になる言葉や行動に出遇うと、私たちの心は何かを感じたり、自分
を見つめ直す心が生まれます。お互いの「いのち」の深い所には、相手の身に
なる姿に共鳴するようなナニカがあるようです。エイプリルフールの話題で
も、そこに「相手の身になる」という仏教でいえば慈悲の姿を感じるからでしょ
うか。

●互いに受け入れ合う

　新型コロナウィルスの感染拡大が進むなか、注目されたのはドイツやフラ
ンスなどの救済政策で、フリーランサーや芸術家、個人業者への支援です。3
月30日、ドイツ文化大臣は、「アーティストは今、必要不可欠なだけでなく、生
命維持に必要な存在」と述べました。いざとなると文化の厚みが大臣の発言
にあらわれる、と日本の識者が指摘していました。
　一方、米国では、ウイルス検査の対応が遅れ、感染急増に繋がったことに、
同20日、トランプ大統領は、「私には、まったく責任はない」。また、「中国の公
表の遅れが世界的な感染拡大につながった」と述べ、感染防止より経済停滞
を懸念する政策を一旦、立てました。
　ところが、同日、ニューヨーク州のクオモ知事は、生活に不可欠な業種以外
の営業を禁止し、在宅勤務を義務づけ、州内に不要不急の外出制限を発令し、
「この決断の責任は私がすべてとります」「もし他人を非難したり、苦情を言い
たい気持ちがあれば、どうぞ私を非難して下さい」「私以外にこの決定に責任
ある人は誰もいません」「私の決断により、仕事がなくなる人が出てくること
は承知の上です。それでも私は家から出て欲しくないのです」と語りました。
カッコいいですね。「どちらがリーダーにふさわしいか」と米国各紙が報じてい
ます。
「人のいのちを犠牲にしてまで、経済を加速しろという国民はいない」
「ニューヨークには、中国も、イタリアも含めて世界中から人が訪れる。それ
は、私たちの脆さであり、同時に強みです。たがいに受け入れ合うことが、私た
ちを人たらしめている。それが、ニューヨークだ」という州知事の言葉は、いろ
いろな意味で涙が出るほど感銘を受けます。

●ほんとうに大事なこと

　しかしどれほど感銘を受けても、自分の価値観や感情
で判断しているなら、結局、自分の都合に合わせて、これ
はいい悪いといっているだけと念仏を称えながら気づき
ました。つまり、称える念仏を如来さまの呼び声として聞
かせていただくことです。（聞名念仏。カレンダー参照）

　河合隼雄さんは、「人間ていうのは、ほんとうに大事な
ことがわかるときは、絶対に大事なものを失わないと獲
得できないのではないかなと僕は思います。」（『こころ
の読書教室』新潮文庫）と示しています。
「大事なものを失う」とは、これこそ私の都合に合う、間
違いないと、しがみついていた自分の思いこみに気づか
されて、自我が崩壊する【南無と頭が下がる】ことであり、
まったく同時に、「ほんとうに大事なこと」、本来の姿、真
理に気づいて、新しい自己が育てられる【阿弥陀仏のあ
り方が開かれる】ことだと私は思い至りました。

　厳しいことですが、どれだけ心に響く言葉でも、自己中心の私においては、
仏さまのみ教え、真理に導かれなければ、私の判断はいずれも、まことならざ
る世俗の判断だということです。
　親鸞聖人は「畢竟依を帰命せよ」と究極の拠り所を勧められ、そこに、「信心
の智慧」が恵まれると明かされます。コロナウィルス影響下だからこそ、なに
が本当の拠り所なのか、日ごろから、親鸞さまの教えを求め、念仏を生活習慣
の行として、心を育て、お互い信心の智慧ある生き方を大切にしたいと思いま
す。

合掌
万行寺第十八世住職　釋靜芳（本多 靜芳）

※ご縁のあったあなた！　第一水曜午後四時から六時の法話会｢ナムの会｣で
『親鸞様・御和讃』を、偶数月第三水曜午後六時半から八時半の「聖典勉強会」
で『親鸞様・御手紙』を学びにいらっしゃいませんか？　お待ちしてます（会費
はいずれも資料・茶菓代として千円です）。
「ナムの会」は一月と十二月は休会します。
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